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Ⅰ．IAESTE について  
 

 

1. IAESTEとは  
 

IAESTE は、理系分野を中心に、経営、マーケティングなど豊富な専門分野の海外インターンシップを推進してい
る国際的非政府団体で International Association for Exchange of Students for Technical Experience の略です。  
広い国際的視野を有するエンジニアを養成することを目的とし、1948 年英国で創設以来、ヨーロッパを中心に活動
を続けており、80 以上の国が加盟、これまでに約 37 万人の学生を相互交換してきました。  
研修は全て英語で行われます。  
大学で履修中／履修後の専門知識を活かし海外の研究室や企業で現地の同僚達と同様に実践的な業務を行うイン
ターンシップであり、英語学習や新たな専門分野を学びに行く事を目的とする留学とは異なります。  
研修終了後１カ月以内に研修報告書を提出した学生には IAESTE 公式研修修了証が発行されます。
詳しくはIAESTE Official Website（ https://iaeste.org）をご覧ください

 
2. 用語の説明  
 

受入機関：学生にインターンシップの機会を提供する企業や大学など。 
オファー： 所定のフォーマットに受入機関が受入れる学生の専門分野・必要スキル、支給される滞在費や宿舎など

を記入したもの。 
研修候補生：募集応募後、 IAESTE 担当教授の面談を修了した学生は研修候補生に認定されます。 

日本の大学に学籍がある限り研修候補生としての権利は有効です。 
IAESTE A.s.b.l.：ルクセンブルク大公国に登録された非営利団体で、 IAESTE の国際的な統括組織。 A.s.b.l. は 

“Association sans but lucratif” の略。 
Exchange Platform：IAESTE A.s.b.l. が運営するオファー公開・応募システム。利用するには最初に登録が必要。 
       このシステムと通じて、受入機関、各国IAESTE、学生が書類のやり取りを行います。 

 

3. 交換制度 とマッチング 
 

IAESTE Japan は他の加盟国とオファーを１対１交換し、予め想定した研修候補生に獲得したオファーをマッチングしま
す。また、IAESTE Japanからのオファーを得た加盟国は学生を日本の受入機関に送り出します。この原則に依る仕組みが
Exchange Internshipです。一方、Exchange Platformを通じてオファー交換に依らずに学生をマッチングする仕組み
もあり、Global Internshipと呼んでいます。 
なお、「マッチング」は学生が受け入れ可となる前の段階であり、その後の受入機関の審査などを経てインターン
シップ実施が確定することにご留意ください。 
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∗    インターンシップオファーは【INTERNSHIP OFFER】と書かれた A4 の書類に記載されています。 

次頁にオファーの見本を掲載しています。 

 

オファーの見方は下記説明をよく読んでください。 

 

 

【重 要】 INTERNSHIP OFFER  （O-Form  ,Form-O ）の 見 方  
  ・ 

  INTENRSHIP OFFER と書かれた下の番号がReference No.です。 

・ Reference. No.：オファーの番号.  国名コードアルファベット 2 文字と数字です . 

Reference Number の下に国名が記載されています 

・INTERNSHIP HOST: 受入れ機関の情報、大学・企業名と所在地、ウェブサイト等の情報  

・STUDENT REQUIRED: 専門分野,  研修に必要なスキル、必要学業修了年数、必要な語学とレベル  
・INTERNSHIP OFFER：研修期間、滞在費、支給方法、宿舎、研修内容、研修時間の情報等。  
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Form-O に記載されたドイツの大学のオファー 
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4. 2種類のオファータイプの概要と特徴 
 

Exchange Internship  
・日本事務局が他加盟国とコンタクトし、各研修候補生の希望条件に適合するオファーを獲得して、１オファ

ーに１学生をマッチングします。  
・3 月 15 日（予定、変更の可能性あり）までに受入機関にNomination 書類を提出し審査結果を待ちます。

仮に審査で受入れ不可となった場合、次に記載する Global Internship の希望オファーを探して応募を続け
る事ができます。  

・マッチングされた Exchange Internship を拒否して Global Internship へ変更することは認められません。 
（その国に渡航危険情報が発出された場合などは例外とします） 

 
◎メリット 

１．各々の研修候補生ごとに獲得するオファーで、他の応募者（競争相手）がいないためインターンシッ
プが決まる可能性が高い。 

２．必要なスキルを満たしていれば受入れ可になる可能性が非常に高い。 
 

×デメリット 
１．研修を行う国を選べない。  
２．研修内容の詳細までは選べないため期待どおりでない場合がある。  
３．希望分野と希望期間に合うオファーが第１希望地域にない場合は第２〜第４ 希望地域になる。 

  
 

Global Internship  
・年間を通して  Exchange Platformに公開されるオファーで、研修候補生が閲覧可能です。 
・オファーに対し他国から複数の応募がある場合、最も条件を満たした学生が選ばれます。 
・公開されてから 2 週間後に応募締切になるオファーが多いのでNomination 書類を速やかに用意する必要が

あります。  
 
◎メリット 

１．Exchange Platform に掲載されているオファーから希望国、研修内容、期間等を見てオファーを自分で
選べる。但し、オファー記載の必要要件を満たしていることが必要。 

２．Exchange internshipに出ない受入機関のオファーがある 
３．条件に見合う学生が見つからない場合、オファーが繰り返しシステムに公開される。 
４．コンピュータサイエンス系のオファーが多数ある。  
５．Remote インターンシップも公開される。 
６．同時に複数国（同じ国に同時複数応募は不可）のオファーに応募可能。 

 

×デメリット 

１．時期によりオファー数に変動がある。通常４−6 月が最多で、夏期に減少し、秋から冬に出る。  
２．学部 2 年修了のオファー、生物系、都市計画のオファーは比較的少ないため、該当学生は Exchange 

Internshipをお勧めする。  
3.   オファーによっては他国から多数の応募が来るため競争倍率が高い場合がある。 

特にスイス・オーストリア・北欧のオファーは競争率が高い。 
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5. IAESTE 加盟国 
                                                   2025年6月16日現在 

Afghanistan, KU  Ghana  Qatar  
Albania, SB  Greece  Romania  
Argentina  Hungary  Saudi Arabia, KAUST 
Australia  India  Serbia  
Austria  Indonesia, UAJY  Sierra Leone, FBC 
Azerbaijan, BIR  Iran  Sierra Leone, NU 
Bangladesh  Iraq, UA  Slovakia  
Belgium  Japan  Slovenia  
Benin, CTC Jordan  Spain  
Bolivia  Kazakhstan  Sri Lanka, UM  
Bosnia and Herzegovina  Kenya  Sweden  
Botswana, BIUST  Korea  Switzerland  
Brazil  Kyrgyzstan, IntUIT  Tajikistan  
Burundi, KA Lebanon  Tanzania  
Cameroon, ELA  Macedonia  Tanzania, DR 
Canada  Malta  Thailand  
Chile, TU  Mexico, ITD  Tunisia  
China, ECInt Mongolia  Turkiye 
China, HLG Nepal  Uganda, TIS  
China Hong Kong  Nicaragua, ULSA  United Arab Emirates  
China Macao  Nigeria  United Kingdom  
Colombia  Norway  United States  
Croatia  Oman  United States, PU  
Czech Republic  Pakistan  United States, RH  
Ecuador  Palestine  United States, RI 
Egypt  Panama  Uzbekistan  
France  Peru  Vietnam, TNU  
Gambia, MIMT  Philippines  Yemen, HF  
Germany  Poland  Zambia,DC 

 
 

6. 交換人数 の推移 
注：2020, 2021 年度の減少は Covid-19 感染拡大に伴う渡航・入国規制による。 

  研修実施年度 送出人数 受入人数 
2017 27 60 
2018 38 49 
2019 44 50 
2020 0     1(Remote internship)  
2021 12 0 
2022 17 23 
2023 33 34 
2024 30 31 
2025 32 (予定)   32 (予定) 
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Ⅱ. IAESTEインターンシップの概要  
 
1. 研修分野 

理系全般（IT 関連を含む）、ビジネス、マーケティング他。詳細は「 Ⅴ．研修分野一覧」を参照してください。 
 
2. 研修先 

IAESTE 加盟国内の大学、研究機関または企業などの受入機関。 
なお、加盟国であっても、北米・オセアニアのオファーは殆どないことにご注意下さい。 

 
3. 研修期間 
  オファーには可能な研修期間とその⻑さ（週単位）の範囲が記載されています（ｐ３を参照）。申請用紙に記載

された「研修可能時期・期間」を見てオファーとのマッチングを行う際、期間が大きな条件となっているのが現
状です。従って、申請する研修可能時期・期間の範囲が広いほど条件が合致するオファーが多く、有利になりま
す。以下をよく読んで申請書への記載内容を十分検討してください。 
＜記入時の条件＞ 

・研修可能期間：8 から 52 週間の間とする。 
 ・研修開始と終了時期：最短でも月初めから月末までの 2 か月間とする。 

（期間を8週間とした場合でも余裕を持たせる） 
ドイツは月初めから月末までを期間を研修期間と定めているので、不可能な場合はド
イツのオファーマッチングは出来ません。 
（ドイツは月の途中の日付に研修開始および終了することはできない） 

＜参考情報＞ 
① オファー全体の傾向 

8〜12 週間のオファーが最も多く、次に半年間、1 年間のオファーとなります。半年間以上のオファー
は審査基準が厳しい。 

② Exchange Internship に関して 
開始時期  

・7 月〜9 月に研修開始するオファーが多く、夏期休暇中に研修を行いたい場合に向いています。 
・来年１月以降開始とするオファーは殆どないので、希望する場合は Global Internship を選んで   

ください。  
     8月を研修可能期間に含めることについて 
       ・欧州の、特に大学では8月を夏季休暇とするため、研修は不可となります。企業ではオファーによ

って異なりますが、8月は研修期間外となる場合があり得ます。 
③   Global Internship に関して 

・オファーが公開される時期は年間を通じてとなりますが、8月は欧州加盟国からの公開が少なく 
なります。 

・8月を研修可能期間に含めることについては、Exchange Internship と同様の状況です。 
 
４．宿泊先 

受入機関もしくは受入国 IAESTE が手配してくれるケースが多いです。 
 
  

7 



  

５．言語 
研修は英語で行われます。非英語圏では日常生活で研修国の⺟国語が必要となる場合もあるので、受入機関が決まった
ら、多少なりとも研修国の言語を学んでおくとより充実した時間を過ごせます。 
インターンシップ先の⺟国語のスキルがあると有利です。（オーストリア・スイス・ドイツはドイツ語スキルがあ
ると有利です。） 
 

6. IAESTE Japan への納入額   
 

  大学会員校生※１ 非会員校生 
IAESTE 研修経験者 

の応募の場合 
申請手数料       5,000 円      10,000 円 0 円 
研修事務手数料※２   50,000 円      100,000 円 左記の半額 

    ※１：現在の大学会員は以下の16校です。 
大阪大学、岡山大学、京都大学、慶応義塾大学、東京大学、 
東京科学大学、東京都市大学、東京都立大学、東京農工大学、東京理科大学、同志社大学、 
東北大学、室蘭工業大学、横浜国立大学、立命館大学、早稲田大学 

大学院進学などにより応募時と研修時で所属するに大学が異なる場合、応募時あるいは研修時の 
どちらかで大学会員校に所属すれば、大学会員校生の金額が適用されます。 

    ※２：申請後に IAESTE 担当教授の面談を修了すると研修候補生として登録されます。 
研修候補生の権利は 在学中は有効です。  

   
7. 研修に掛かる費用  

① 渡航費：研修生の自己負担です。 なお、航空券はビザが取得できた後に購入してください。 
② 滞在費：O-form 記載の金額が支給されます。余暇や休日の旅行などには自己負担が生じる場合もあります。  
③ 海外傷害保険：手配を含め研修生の自己負担です。保険加入は必須です。  
④ 査証（ビザ）：査証取得にかかる費用は研修生の自己負担です 

ビザが必要な研修国の場合、受入国 IAESTE がビザ申請に必要な書類を用意してくれます。その
後、研修生自身で申請してビザを取得してください。  

 

  
8. 研修に必要な要件など   

① 受入機関は英文履歴書と成績証明書を審査するため、履修していない分野が履修条件となっているオファ
ーには応募できません。  

② Architectureの研修を希望する場合、AutoCAD のスキルとポートフォリオの提出が必須です。  
③  欧州先進国は学部 3〜4 年修了以上のスキルが必要な受入機関が多く、受入審査の際にウェブまたは電話イ

ンタビューが入る国が多いです。  
③ スイスでは博士課程の学生はインターンシップは行えません。  
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Ⅲ．インターンシップ決定までの流れ 
 

１．概要 
 

・手続きは全てExchange Platform （略称：EP）を通じて行います。 https://iaeste.smartsimple.ie/  
・Nomination 書類の提出方法や EP操作の手続きを記載した『研修生マニュアル』2026 年度版をホーム

ページに掲載するのでよく読んで手続きを進めてください。（ダウンロード可） 
 

i. 応募手数料を振込後、応募書類セットを日本事務局にメール送信してください（締切日厳守） 
 
ii. EPでご自分のアカウントを取得し、必要情報を入力し、日本事務局の認証を受けて登録を完了しま

す。詳しくは、P.11「6.Exchange Platform （EP）への登録」を参照してください。 
 

iii. 10 月中に所属大学の IAESTE  担当教授と面談を行い志望理由の確認、CV のチェック等を行います。面
談結果は日本事務局へフィードバックされます。面談日は各大学の面談担当教授と調整の上決定しま
す。  
非会員校の学生は会員校大学の教授が面談を行います。 
研修事務手数料を面談終了後、1１月５日までにお振込み下さい。 
 

ⅳ. オファーとのマッチングについては、希望するオファータイプを分けて説明します。 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⅴ. オファーがマッチングされたら、Nomination 書類を指示どおりに揃え、日本事務局にメールで送ります。
日本事務局はNomination 書類が指示どおりに正確に揃っているかを確認し、Exchange Platform にアップ
ロードして受入国 IAESTE 転送します。 

 
ⅵ. 受入機関の審査に基づき受入可否が決まります。その前に受入機関がオンラインや電話でインタビュー 

を行う場合があります。オーストリアは最初にオーストリアIAESTEが英語でインタビューを行います。
半年以上の⻑期インターンシップを希望する場合は高い専門スキルと英語力が必要で、必ずオンライン
インタビューが求められます。 
オファーに記載の必要知識・スキル・語学力に満たない場合は受入れ不可となる場合があります。 

 
ⅶ. 受入機関の審査に合格すると『Acceptance Notes』（受入通知書）が Exchange Platform にアップロードさ

れ、正式にインターンとして研修が決定します  

Exchange Internship 希望の場合： 
日本事務局は、研修候補生の専門知識、専門分野の履修済み年数、研修内容、研修可能期間、申請書記載
の希望を考慮して、他国 IAESTE からオファーを獲得します。その後で、各研修候補生の研修分野・希望
地域・研修可能期間に合致するオファーをマッチングします。 
一度マッチングされた Exchange Internship を拒否して Global Internship に変更することはできません。国
や研修内容に強い拘りがある場合は自分でオファーを選ぶ Global Internship をお勧めします。 
Global Internship 希望の場合：  
Exchange Platform で応募したいオファーが見つかり次第、研修事務手数料を振込み、日本事務局にオファ
ーの Reference No.を連絡してください。日本事務局がオファーをマッチングした後、締切日までに
Nomination 書類を提出します。その後 ⅴからⅶ までの流れは Exchange Internship 同様です。 
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２．Exchange Internshipの場合 
※詳細な日程は変更される場合があります。 

 受入国 IAESTE IAESTE Japan Exchange Internship 希望者 

9 月 

    
EP への登録内容を認証する 

EP にアカウントを作成して登録 
（英語で入力。日本語不可） 
9/1-9/20 
申請書類をメール送信 
（申請手数料振込は 9/19 迄） 

10 月 
    IAESTE 担当教授と面談 

⇒修了後「研修候補生」に認定される 

11 月        Annual Conference にて 
    希望するオファーの情報を交換する 

11/5 迄に研修事務手数料を振込 

12 月 各研修候補生の希望に基づいて 
適合するオファーを探し１対１交換する 

                         ↓          
             各研修候補生に獲得した 

              オファーをマッチングする。 

  

1 月   

2 月 
  
 
マッチングされたオファーを確認する 

3 月 
 
 
Nomination 書類を確認 

 
Nomination 書類を海外 IAESTE に
送る 

Nomination 書類を IAESTE Japan に送
る 

4 月 

受入機関が最終審査を行う 
 
 
 
 
 
※VISA が必要な場合、必要
書類作成などをサポート 

 
審査結果を研修候補生に転送  

 
 
承認（Acceptance Notes 受領）の場
合、Confirmation of Acceptance を EP
にアップロードする 
  
※VISA が必要な国の場合、海外 IAESTE
のサポートを受ける 

5 月 

6 月 
 
6/30 マッチング期間の終了 

 
6/30 マッチング期間の終了 

海外旅行保険加入、航空券購入後、EP に
Arrival Information を入力 

                                       ↓ 
                                  研修を終え、報告書を提出 
                                   （帰国後1か月以内） 
 
３．Global Internshipの場合 
 ・募集期間が年2回（9月と4月）あるほかは、各年度の月ごとの日程はありません。 
 ・応募から「研修候補生」に認定されるまでのプロセスは、上表の9月〜11月と同様です。 
 ・EP で応募したいオファーが見つかり次第、研修事務手数料を振込み、日本事務局にオファーの Reference No.

を連絡してください。日本事務局がオファーをマッチングした後の流れは上表の３月〜6月と同様です。 
・選択したオファーに複数の応募がある場合、受入機関が選別しますので「受入れ不可」の可能性があります。

その場合は別のオファーを探して上表の3月〜6月と同様のプロセスを繰り返します。 
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Ⅳ．申請方法 
1. 申請書類  

①②は IAESTE JAPAN ウェブサイトよりフォーマットをダウンロードし、記入してください 
① 申請書（顔写真（3.5×4.5cm）貼付）顔写真のないものは不可 
② 志望理由書（フォーマットの指示に従って日本語と英語で記載。日本語を⺟国語としない方は英語
だけでも可です。） 
③ 英文履歴書（書式自由。A4 紙 2 ページ以内にまとめること） 
④ 英文在学証明書ならびに英文成績証明書 
⑤ 英語能力証明書 

・Nomination 書類送付時点で発行日より 2 年以内であることが必要。 
     ・英語が⺟国語の方は提出する必要がありません。 

 
2. 英語能力のスコア条件 

  希望するオファータイプによってスコア要件が決まります。加えて、研修生受入れの可否を決める 
インタビューを受ける場合があるなど、実践的な英語能力が必要です。 

 Exchange Internship Global Internship 
TOEFL iBT (*1) 62 88 
TOEFL ITP (*1) 503 570 
IELTS (*1) 5.5 6.5 
ケンブリッジ英検 (*1) B2 First C1 Advanced 
英検（実用英語技能検定） 準１級 準１級 
TOEIC Listening/reading (*2) 600 800 
TOEIC Speaking/Writing (*2) 240 300 

※１：海外の IAESTE はこれらのスコアで英語能力を評価するケースが多い。 
※２：オーストリアのインターンシップには TOEIC スコアは無効です。スピーキング、ライティ 

ング能力の証明書が必要となります。 
 

3. 申請メールの送信方法 
・申請手数料を振込み、その控え（ATM 利用明細書も可）のＰＤＦファイルを作成してください。 
・申請書類①~⑤のセットを 1 つの PDF ファイル（３MB以内に圧縮）にし、「〇〇大学＿山田太郎.pdf 」

のようにファイル名を付けてください。書類が上下逆さにならないよう確認し順番通りに纏めてくださ
い。 

・振込控えと申請書類の２つのＰＤＦファイルを日本事務局（office@iaeste.or.jp ）にメールで送ってくださ
い。その際に、メールタイトルに氏名_大学名を入れて下さい。郵送は不要です。 

・日本事務局から受信確認のメールが返信されます。 
・申請手数料は返却いたしません。 
 

4. 募集期間 
・2025年 9 月 1 日〜2025年 9 月 20日 

9 月 20 日(土)17 時までに日本事務局宛メール必着とします 。 
締切を厳守してください。17時を過ぎての応募は受け付けません。 
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5. 申請手数料の支払 
応募者本人の氏名（カタカナ）で、受付期限前日、2025 年 9 月 19日(金）までにお振込みください。 
振込明細の原本は、受験者本人が保管してください。領収書は発行しません。 

振込先  三菱 UFJ 銀行 巣鴨支店（支店番号 770）  
口座番号  普 通 0000925  
受取人  一般社団法人 日本国際学生技術研修協会  

 
6. Exchange Platform （EP）への登録 

・https://iaeste.smartsimple.ie/ の Register with us →Are you a student? をクリック、所属大学、専門分野、
住所連絡先等、必要情報を入力してください。（全てアルファベットで） 

・EP内の Student Guideを必ず読んでから進めてください。 
・日本事務局が認証すると登録完了となります。 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7. エントリーフォームへの登録 

申請手数料振込後、下記 Google Form に日本語で登録してください。 
https://forms.gle/wegVDdLPAFsFd9zj8 
 

 
以上で申請手続き完了です。  
１０月中に順次、IAESTE 担当教授から面談のアポイントメールが届きます。１０月末までお待ちください。  
 
 

EP入力時の注意   

 ・全て英語で、半角英数字で入力する。 注意）日本語で入力すると認証されません。 

・個人情報は入力後に修正出来ない。 

  ・2026年度 4 月以降の情報を入力する。 

  ⇒例：メールアドレスは将来変わらないものを登録する。 

・Global Internship 希望学生方へ： 

スキルを5つ以内入力し「情報を他国 IAESTE に公開する」を選ぶと、スキルに最適な

オファーが掲載された時に連絡が来る可能性があります。 

間違えやすい入力項目 

Type of Study Programme : 2026 年 4 月から修士に進む場合は Master を選択する。 

Completed Years of Study: 2026 年 3 月末に修了する年数を学部からの累積で記入する。 

（上記学生の場合は４と記入。卒業予定年ではない） 

Required Years of Study : 上記学生の場合は６と記入する(学部からの年数)。 

重  要 
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Ⅴ．研修分野一覧 
 
研修分野を２つの表で示します。General Disciplines はオファーのマッチングに使う分類です。 
その一部（Fields of study 欄の＊印で示す）には細分類があり、次ページの表に示しています。 
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Item Fields of
study

Agriculture 01.A ＊

Food Science 01.B ＊

Natural Resources and Conservation 03.A

Environmental Engineering/Sciences 03.B ＊

Forestry 03.C

Geography 03.D

Architecture 04.A ＊

Landscape Architecture 04.C

Interior Architecture 04.D

Civil Engineering 14.B1 ＊

Geology 14.B2

Geodesy / Survey Engineering 14.B3

Mining and Mineral Engineering 14.B4

Electrical Engineering 14.C1 ＊

Electronics Engineering 14.C2

Power Engineering 14.C3 ＊

Computer Software/Hardware Engineering 14.C4 ＊

Telecommunications 14.C5

Mechanical Engineering 14.D1 ＊

Mechatronics, Robotics and Automation 14.D2 ＊

Industrial Engineering / System Engineering 14.D3

Process Engineering 14.D4

Metallurgical Engineering 14.B5

Aerospace, Aeronautical and Astronautical/Space Engineering 14.B6

Naval and Marine Engineering 14.B7

Computer Science / Informatics 11.A ＊

Web Development / Software Engineering / Computer Programming 11.B

Network Administration 11.C

Cybersecurity 11.D

Bioinformatics 11.F

Biology 26.A ＊

Biomedical Sciences 26.B

Bioengineering/Biomedical Engineering 26.C

Biotechnology 26.D ＊

Biochemistry 26.E

Microbiology 26.F

Pharmaceutical Studies / Pharmacology 26.G

Veterinary 26.H

Mathematics and Statistics 27

Physics and Physical Sciences 40 ＊

Chemistry and Chemical Engineering 40.C1 ＊

Material Engineering and Sciences 40.C2 ＊

Textile Sciences and Engineering 40.C3

Petroleum Engineering 40.C4

Communication, Journalism and Related Programs 09 ＊

Education 13 ＊

Psychology 42

Economics, Business, Management and Marketing 45.52 ＊

Symbol

General Disciplines



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  14 

01.A General 26.A General

Applied Horticulture Plant Sciences

Plant Sciences Computational Biology & Bioinformatics

01.B General Evolutionary Biology

Food Technology and Processing Molecular Biology / Cell Biology

Brewing Science Bioanalytics

Nutrition & Health 26.D General

03.B General Medical Biotechnology

Water Management Industrial Biotechnology

Water Resources Engineering Environmental Biotechnology

Sustainable and Renewable Energy Engineering Marine Biotechnology

04.A General 40 General

City/Urban, Community and Regional Planning Astrophysics

14.B1 General Atomic/Molecular Physics/ Nanophysics

Geotechnical and Geoenvironmental Engineering Plasma and High Temperature Physics

Structural Engineering Nuclear Physics

Transportation and Highway Engineering Optics/Optical Sciences

Water Resources Engineering Acoustics

Underground Engineering Theoretical and Mathematical Physics

Construction Engineering Experimental Physics/Applied Physics

14.C1 General 40.C1 General

Laser and Optical Engineering Polymer/Plastics Engineering

Embedded System Nanotechnology

14.C3 General Analytical Chemistry

Nuclear/Nuclear Power Engineering Inorganic Chemistry

Sustainable and Renewable Energy Engineering Organic Chemistry

Power Systems Engineering 40.C2 General

14.C4 General Polymer/Plastics Engineering

Information Technology Nanotechnology

14.D1 General 09 General

Fluid Mechanics Digital Communication and Media/Multimedia

Biomechanical Engineering Public Relations and Advertising

14.D2 General 13 General

Biomechanical Engineering Language Education/Linguistics

11.A General 45.52 General

Computer and Information Research Economics

Database Architecture Business Administration, Management and Operations

Data Science International Business/Relations

Artificial Intelligence Accounting/ Finance

Data Mining and Analytics Tourism and Travel Services

Machine Learning Hotel/Motel Administration

Cloud Computing Human Resources

11.B General Marketing

Web Development Sales

Software Engineering Logistics

Web and Digital Design

Special Effects and Animations (2D/3D)

Computer Game Programming

Web page/ Digital and Multimedia Management

Fields of Study

（注）左欄はGeneral Disciplines　の記号であり、関係を分かりやすくためのものである
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